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特
集
　
日
記
を
読
む
、
日
記
を
書
く
。

終
生
反
俗
的
な
文
明
批
評
家
と
し
て
の
姿
勢
を
貫
い

た
文
豪
・
永
井
荷
風
と
、
モ
ダ
ン
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
戦
時
中
も
維
持
し
つ
づ
け
た
評
論
家
の
植
草
甚

一
。
二
人
の
個
人
主
義
者
が
綴
っ
た
日
記
は
、
読
み

物
と
し
て
も
近
代
史
の
資
料
と
し
て
も
、
第
一
級
の

価
値
を
も
っ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
と
い
う
時
代
を
定

点
観
測
し
た
二
人
の
眼
差
し
に
迫
る
。

永
井
荷
風
の「
日
乗
」（
日
記
の
意
）は
一
九
一
七（
大

正
六
）
年
九
月
一
六
日
か
ら
、
死
の
前
日
で
あ
る
一
九

五
九（
昭
和
三
四
）年
四
月
二
九
日
の
絶
筆「
祭
日
。陰
。」

ま
で
、
ほ
ぼ
毎
日
欠
け
る
こ
と
な
く
綴
ら
れ
た
。

荷
風
の
日
記
は
、
少
な
く
と
も
あ
る
時
期
か
ら
は
発

表
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
生
前
に
も
度
々
そ

の
一
部
が
公
刊
さ
れ
た
。「
日
記
」「
日
録
」「
日
歴
」な
ど

の
時
期
（
巻
一
六
〜
一
七
）
で
、
一
日
分
の
記
述
が
長

い
の
み
な
ら
ず
、
荷
風
自
ら
描
い
た
風
景
画
や
地
図
、

人
物
や
街
の
ス
ケ
ッ
チ
が
多
数
さ
し
は
さ
ま
れ
て
い
る
。

戦
前
昭
和
で
も
っ
と
も
豊
か
な
こ
の
時
代
に
、
モ
ダ
ニ

ス
ト
荷
風
は
も
っ
と
も
人
生
を
楽
し
ん
だ
ろ
う
。

だ
が
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
な
都
市
文
化
は
、
ま
さ
に

偏
奇
館
の
膝
下
で
一
九
三
六
年
に
起
き
た
二
・
二
六
事

件
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
暗
転
す
る
。

そ
の
二
日
前
、
荷
風
は
「
日
乗
」
に
遺
書
の
草
案
を

記
し
て
い
る
。
曰
く
、

一
　
余
死
す
る
時
葬
式
無
用
な
り
。
死
体
は
普
通
の

自
働
車
に
載
せ
直
に
火
葬
場
に
送
り
骨
は
拾
ふ
に

及
ば
ず
。
墓
石
建
立
亦
無
用
な
り
。

以
下
、
全
七
か
条
。
そ
し
て
翌
日
に
は
例
に
よ
っ
て

「
銀
ブ
ラ
」を
楽
し
み
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

蓄
音
機
屋
の
店
頭
に
人
多
く
立
た
ず
み
三
味
線
く

づ
れ
と
や
ら
云
ふ
流
行
唄
を
聞
け
り
。
日
未
だ
暮
れ

や
ら
ぬ
時
、
銀
座
通
の
人
の
ゆ
き
き
と
蓄
音
機
の
俗

謡
と
貧
し
気
な
る
建
築
物
と
は
い
か
に
も
浅
薄
な

る
現
代
的
空
気
を
つ
く
り
な
し
た
り
。

し
か
し
こ
の
「
現
代
的
空
気
」
を
荷
風
は
そ
れ
ほ
ど

嫌
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

翌
二
六
日
は
大
雪
。
反
乱
軍
と
な
っ
た
麻
布
連
隊
が

「
偏
奇
館
」
周
辺
に
も
展
開
し
て
い
た
。「
市
中
騒
擾
の

光
景
を
見
に
行
き
た
く
は
思
へ
ど
降
雪
と
寒
気
と
を
お

そ
れ
門
を
出
で
ず
」と
記
し
た
翌
日
に
は
さ
っ
そ
く「
午

後
市
中
の
光
景
を
見
む
と
門
を
出
づ
」
と
あ
る
。
野
次

馬
に
交
じ
っ
て
反
乱
軍
を
ひ
や
か
し
た
あ
と
は
「
三
越

に
て
惣
菜
を
購
ひ
茶
店
久
辺
留
に
至
る
」。こ
こ
で
反
乱

軍
に
ま
つ
わ
る
街
の
噂
を
聞
き
、
ま
た
野
次
馬
と
歩
く
。

　
虎
の
門
あ
た
り
の
商
店
平
日
は
夜
十
時
前
に
戸
を

閉
す
に
今
宵
は
人
出
賑
な

る
た
め
皆
燈
火
を
点
じ
た

れ
ば
金
毘
羅
の
縁
日
の
如

し
。

縁
日
の
よ
う
な
華
や
か
さ

に
浮
か
れ
る
気
分
と
、
二
日

前
の
「
遺
書
」
の
気
分
が
同

居
す
る
の
が
荷
風
の
日
記
の

魅
力
で
あ
り
、
昭
和
初
期
の

日
本
の
現
実
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。周

知
の
と
お
り
、
偏
奇
館

は
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日

そ
の
呼
び
方
は
変
転
し
た
が
、
岩
波
書
店
版
『
荷
風
全

集
』に
収
め
ら
れ
た
後
は
、『
断
腸
亭
日
乗
』と
い
う「
著

作
」と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
。

『
断
腸
亭
日
乗
』
が
も
つ
文
学
的
価
値
は
な
に
よ
り
、

関
東
大
震
災（
一
九
二
三
年
）か
ら
満
州
事
変（
一
九
三

一
年
）、
二
・
二
六
事
件
（
一
九
三
六
年
）、
日
中
戦
争

勃
発（
一
九
三
七
年
）、
太
平
洋
戦
争
開
戦（
一
九
四
一

年
）と
そ
の
敗
戦（
一
九
四
五
年
）、
そ
し
て
戦
後
の
復

興
に
い
た
る
四
十
余
年
の
生
活
史
を
、
文
学
者
の
視
点

で
持
続
的
に
記
録
し
た
一
事
に
か
か
っ
て
い
る
。

荷
風
の
「
日
乗
」
が
彼
の
他
の
い
か
な
る
小
説
作
品

よ
り
も
愛
さ
れ
、
長
く
読
み
つ
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
二

〇
世
紀
前
半
と
い
う
時
代
を
定
点
観
測
す
る
装
置
だ
か

ら
だ
。
同
時
代
か
ら
一
歩
身
を
引
い
た
隠
遁
者
・
荷
風

だ
か
ら
こ
そ
、
大
正
か
ら
昭
和
前
半
と
い
う
激
動
の
時

の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
炎
上
焼
失
。
も
は
や
命
よ
り
も

大
切
な
「
日
乗
」
を
納
め
た
鞄
を
抱
え
た
荷
風
は
な
ん

と
か
難
を
逃
れ
、
代
々
木
、
明
石
、
岡
山
と
居
を
転
々

と
し
て
岡
山
に
て
敗
戦
を
知
る
。「
今
日
正
午
ラ
ヂ
オ

の
放
送
、
日
米
戦
争
突
然
停
止
せ
し
由
を
公
表
し
た
り

と
言
ふ
、
恰
も
好
し
、
日
暮
染
物
屋
の
婆
、
鶏
肉
葡
萄

酒
を
持
来
る
、
休
戦
の
祝
宴
を
張
り
皆
々
酔
う
て
寝
に

就
き
ぬ
」。

多
く
の
作
家
が
戦
時
下
日
記
を
書
い
た
が
、
敗
戦
の

報
を
聞
き
「
恰
も
好
し
」
と
す
ぐ
に
酒
宴
を
開
い
た
荷

風
の
自
由
主
義
者
ぶ
り
は
徹
底
し
て
い
る
。

代
の
冷
徹
な
証
言
者
と
な
り
え
た
の
だ
っ
た
。

「
断
腸
亭
」
と
は
、
一
九
一
六
年
に
牛
込
区
大
久
保
余よ

丁ち
ょ
う

町ま
ち

（
現
・
新
宿
区
余
丁
町
）
の
邸
内
に
し
つ
ら
え
た

小
庵
の
名
で
、
自
ら
断
腸
亭
主
人
と
号
し
庭
に
断だ

ん

腸ち
ょ
う

花か

（
秋し

ゅ
う

海か
い

棠ど
う

）
を
植
え
た
。
し
か
し
荷
風
は
ほ
ど
な
く
邸

宅
を
土
地
ご
と
売
却
し
築
地
に
転
居
、
さ
ら
に
一
九
二

〇
年
に
は
麻
布
市
兵
衛
町（
現
・
港
区
六
本
木
一
丁
目
）

に
洋
風
建
築
「
偏
奇
館
」
を
建
て
居
を
移
す
。
荷
風
が

も
っ
と
も
愛
し
た
場
所
は
こ
の
館
で
あ
る
。

四
二
年
に
わ
た
る
『
日
乗
』
の
記
述
の
う
ち
、「
断
腸

亭
」
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
は
一
年
三
カ
月
分
で
し
か

な
い
。「
断
腸
亭
」
と
は
ど
こ
か
具
体
的
な
場
所
の
名
で

は
な
く
、
ど
こ
に
住
ま
お
う
と
消
え
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、
こ
の
日
録
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

人
嫌
い
の
厭
世
家
、
あ
る
い
は
同
時
代
に
背
を
向
け

た
江
戸
風
味
の
戯
作
者
、
と
い
う
自
己
像
を
「
日
乗
」

を
通
じ
て
荷
風
は
演
技
し
つ
づ
け
た
。
し
か
し
そ
う
し

た
人
物
像
の
向
こ
う
に
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
激
動

の
時
代
に
あ
っ
て
も
自
ら
の
ペ
ー
ス
で
暮
ら
し
つ
づ
け

た
、
一
人
の
偉
大
な
生
活
者
の
姿
を
み
る
。

敗
戦
の
報
を
聞
き「
恰あ

た
か

も
好よ

し
」

『
断
腸
亭
日
乗
』
に
お
い
て
荷
風
が
も
っ
と
も
饒
舌
に

な
る
の
は
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
か
け
て

永井荷風と
植草甚一の
日記を読む

仲俣暁生 
（文芸評論家）

荷風の遺書の草案が書かれた、
1936（昭和11）年2月24日の日記。

『断腸亭日乗』の原本。戦中、空襲の最中
であっても、荷風は日記原稿を携え記述
を続けたという。

こ
の
続
き
は
本
誌
で
ど
う
ぞ
！
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